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ITコスト可視化･管理自動化および
高度化支援
急速に進む世界的なデジタル化の波により、多くの企業でIT・デジタルに対する関心が高くなる中、
より効率的かつ効果的なIT投資を行うことが経営課題となりつつあります。デジタルトランスフォー
メーション（DX）の推進に向けた最適なIT投資のため、ITコストの可視化によるコスト削減・管理高
度化を行う各種の取組みを支援します。

ITコスト管理体系（TBM：Technology Business Management）
ITコスト管理を適切に行うことでビジネス・IT・財務の視点からIT投資をビジ
ネス成長と連携させ、データに基づいた迅速な意思決定によりチャンスを逃さ
ないタイムリーな経営が可能となります。プロダクト／サービスの生産・提供
コストに紐づくITコストを定量化する管理体系、TBM（Technology Business

Management）の活用により、ビジネスに対するITサービスの価値や貢献を定
量的に分析・検証することができます。

ITコスト管理高度化の必要性
デジタル化を急ぐ多くの企業ではIT・デジタルに対する投資が増大しており、
それらが適切かつ戦略的になるようにCIO／IT部やCFO／財務部がコントロー
ルする重要性が高まっています。しかし、実際にはIT資産はハードウェア・ソ
フトウェアに加え、ベンダーやクラウドのサブスクリプションなど多岐にわた
り、複雑化しています。IT資産を正確に把握し、管理を高度化することで、コ
ストを削減するとともに、デジタル化に向けたより戦略的な投資へとシフトす
ることが可能です。

ITコスト管理の課題

ビジネス

IT
デジタル 財務

テクノロジーがビジネスの成果に
結びつく客観的・定量的な情報が
把握できていない

各事業別に、従業員のさまざまな
ITサービス利用やIT支出を詳細に
把握することが困難

CIO／IT部

COO／事業部

散在する社内外のITコスト情報の
表計算ソフトでの集計、トータル
コスト予実の把握が困難

CFO／財務部

ITコスト管理に求められる視点

ITコスト管理はビジネス・IT・財務の視点でトータル
かつ具体的に把握し、統制する必要があります。

ITコスト管理高度化

ITコスト適正化

ITコスト可視化･管理自動化

TBM（Technology Business Management）

生産／提供コストに紐づくITコストを定量化

ビジネスに対するITサービスの価値を定量化
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TBMによるITサービス価値の定量化とその目的
TBMでは各事業や組織ごとに提供するITサービスを明確化し、ビジネス・IT・財務数値
などと結びつけることによって各ITサービスの価値を定量化します。その結果ITコスト
をより正確かつ詳細に把握し、重複または不必要な支出（削減余地）を特定することが
可能となります。また、将来の投資に関してベンチマークも含めた客観的かつ十分な情
報に基づいた意思決定を行うことができます。

ITコスト最適化サービスと期待効果
IT予算策定および予実管理にかかる業務を自動化し、運用費（OPEX）を削減して成長へ
と追加投資（CAPEX）するサイクルを確立するサービスです。加えて、事業部門へのIT

コスト配賦にかかる業務を高度化します。

サービス内容 期待効果（例）

運用費
削減

追加
投資

ITコスト可視化・
管理自動化

ITコスト
適正化

ITコスト管理
高度化

• 地域・部署に散在している全てのITコストを一元管理
• 表計算ソフトで実施しているデータ収集・集計作業を自動化
• ベンチマークデータの網羅性を確保

• 投資ポートフォリオの一元管理により、投資優先順位を明確化
• 地域･部署ごとのリソース管理を集約し、最適な人員配置を実現

• 表計算ソフトで実施している事業部門へのITコスト配賦を自動化
• 大まかな運用と決別して論理的で明快な配賦ロジックを確立

• 表計算ソフトでは手間のかかるTCOを可視化
• リコメンド機能を参照してコスト削減機会を特定
• 定量的な根拠に基づきコスト削減を実行

• 全コスト可視化
• 予実差異1％未満
• 管理工数80％削減
• 集計サイクル化（2週間）
• 網羅的なベンチマーク

• アプリTCO25％削減
• クラウド費20％削減
• ベンダー外注費3～5％削減

• 投資ポートフォリオ最適化
• プロジェクト遅延リスク低減

• さらなる管理工数削減
• Transparencyと

Accountability向上

TBMフレームワーク
実績値（ファイナンスデータ）と計画値（プランニングデータ）について、ビジネス･
IT･財務の視点でITコストの定量化を実施し、ITコスト管理の改善･自動化だけでなく
ITコストの適正化や管理高度化を実現します。

利用部門 ビジネスケイパビリティ

利用アプリケーション・サービス

IT資産

コストプール

･･･

･･･

ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点

IT
の
視
点

財
務
の
視
点

ITコスト管理高度化
生産コスト／サービス提供コストに対
するITコストを定量化し、革新的技術
への機動的な投資を促進

ITコスト適正化
IT運用費削減、IT投資ポートフォリオ
最適化

ITコスト可視化･管理自動化
IT全コスト可視化、管理自動化、
予実差異最小化・他社ベンチマーク

･･･

部門A 部門B ･･･ ･･･

ビジネスごとの
アプリケーション

利用者向け
サービス･サポート 技術サービス

クラウド ストレージ ネットワーク
コミュニケーションツール ソフトウェア

セキュリティ ITマネジメントデータセンター

労務費（社内／社外） ハードウェア費 ソフトウェア費
アウトソーシング費 クラウド利用料

通信費設備費 電気料金

マーケ
ティング セールス

参考：TBM Council（https://www.tbmcouncil.org/）
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KPMGの支援
KPMGは、ITコストに関する事業部門・IT部門・財務部門の各課題に対して、TBMフ
レームへのマッピング・システム導入によるコストの可視化に加え、革新的技術の導
入やITコスト削減案の提示・推進を行うことで、ITコストの最適化をトータルに支援
します。

COO／
事業部門

 ITコストの可視化
 事業部門視点でのITコストの把握
 ITコスト削減手段の見極め
 ITサービスの需要予測
 IT投資の効果測定

 ITサービス全体コスト情報を事業部門が理解・
共有できる形で提供

 革新的技術の事業化・サービス化を支援
 遊休資産や過剰投資などIT投資のムダを特定し、
対策の提案・推進によりIT投資効率を向上

CIO／
IT部門

 透明性の高いTCOの全体把握
 価格帯別サービスの把握
 IT資産の需要・消費管理
 代替案の分析
 IT投資の意思決定
 ITコストの最適化

 ITサービスの定義とコスト体系の可視化
 ITサービスとコストの相関を論理的に定量化
 ITによるビジネスの成長と革新案を高品質・
低価格で提示

CFO／
財務部門

 ITコスト管理（固定vs変動、直接vs間接）
 インフラ込みのITトータルコスト把握
 IT投資ポートフォリオ最適化
 IT財務業務プロセスの自動化（予算／予測／
需要／計画）

 ITコスト削減ポイントの見極め
-ストレージ別・サーバー別・アプリ／サービス別

 ITコストの全体像把握
-プロジェクト管理費・内部統制費、税等を含む

ITコストに関わる改善テーマ KPMGの支援

ITコスト可視化・
管理自動化

IT全コスト可視化、管理自動化、
予実差異最小化・他社ベンチマーク

• ITコストデータ収集

• ITコスト配賦ロジック設定

• 予算管理プロセスの自動化

• ベンチマーク

ITコスト適正化

IT運用費削減、IT投資ポートフォリオ
最適化

• 自動データ収集範囲拡大・
集計高度化

• コスト削減余地の特定、削減の実行

• 投資の優先順位付・ポートフォリオ
最適化

ITコスト管理
高度化

生産コスト／サービス提供コストに
対するITコストを定量化し、革新的
技術への機動的な投資を促進

• 予算管理プロセスの高度化

• 事業部との利用状況・コスト共有

• 革新的技術への投資ルール策定・
実行

取組

目的

ITコスト可視化･管理自動化および高度化の進め方
課題を確実に解決するために「ITコスト可視化・管理自動化」、「ITコスト適正化」、
「ITコスト管理高度化」の3ステップで実施します。
※具体的な期間については計画時に別途検討します。
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KPMGの強み
グローバルネットワーク
KPMGはグローバルネットワークと豊富なクロスボーダープロ
ジェクトの経験を活用し、各種アセスメント、将来像の定義支
援、ソリューション選定支援、IAの導入支援、業務改革支援等、
グローバル先端事例の知見を活かしたアドバイザリーサービスを
提供します。

業界およびデジタルトランスフォーメーションの知見
KPMGは、国内外のデジタルトランスフォーメーションの知見、
および各業界の企業に対する業務改革の圧倒的知見をもとに、IT
コスト最適化を支援します。

施策 実施例

ベンダー契約見直し • 保守開発・運用における要員レベル別の工数比率を踏まえた平均単価の引き下げ
• ハードウェア保守契約を定常保守契約からスポット保守契約へ変更または廃止し、保険加入
へ変更

• ベンダー作業棚卸・比較による工数単価の引き下げ
• 運用管理・データセンター費用の料金設定根拠の明確化、およびベンチマークを用いた価格
交渉

ITサービスレベル見直し • 営業店窓口端末、インターネットバンキング用サーバー、開発／研修環境等の保守契約見直し
• 保守契約のサービスレベル見直し（ハードウェア／ソフトウェア）
• 開発環境の運営見直し

ハードウェア／ソフトウェア
調達コスト見直し

• クラウド（SaaS／IaaS）、パッケージの活用による調達・運用コストの削減
• コンペ、ベンチマークによるネットワーク回線料、モバイル端末利用料の見直し
• IT購買部門の設置による調達スペック・価格水準の適正化

システム見直し • サーバ統廃合による保守契約の削減
• 重要度の低いシステムの廃止や利用度の低いシステムの見直し・統合

業務プロセス見直し • 運用サービスレベルに関する全社基本方針の策定および適用
• システム開発・運用費の部門配賦ロジックの見直し（利用部門におけるコスト抑制インセン
ティブの醸成）

• 管理会計（予算編成・実績管理）プロセスの見直し
• 保守開発案件の起案・承認プロセスの見直し、および起案ガイドラインの整備
• 海外子会社への委託精算プロセス整流化
• ビジネス部門との役割分担見直し
• 採用基準／キャリアパスの見直し、チームミッションとKPIの再編
• 既存システムのリファクタリング予算枠の創出

支援実績例

KPMGの支援実績
KPMGは、各部データ分析やシステム導入支援だけでなく、革新的なIT技術の導入や業
務プロセスの見直し支援など、幅広い知見を活用し、TBM導入後の改善提案、改善策の
推進・運営までITコスト管理自動化および最適化をEnd to Endで支援します。
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